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1月7日からNHK大河ドラマ「風林火山」が始まりました。
このドラマでは、当時の郡内領主であった小山田信有が登場します。この小山田氏は現在の都留市金井に館を

構えていたと伝えられていて、地元にはデイ堀、的場といった館に関するような呼び名が残されております。
しかし、具体的に金井のどこに所在していたのかは明らかになっておらず、過去の調査でも明らかな場所は分

かっていません。勝山城跡学術調査会では、この小山田氏館跡（中津森館跡）も調査の範囲に含め調査を進めてい
ます。昨年は土器などの表面採集や発掘調査を行った結果、中世の時代の遺物が多く確認され、この金井の地に
小山田氏の館があった可能性は高いと考えられます。
さて、勝山城跡の調査ですが、昨年11月21日から12月8日の間、3カ所で発掘調査を行いました。そのうち1カ所

は石が草に覆われている箇所の清掃発掘を行いました。その結果、石垣と思わしきものが確認されました。発掘
検討会での検討の結果、ただ単に土留めの役を果たしていたのではなく、何らかの施設に伴う石垣である可能性
が考えられるという意見が出されました。今後は重点的にこの箇所を調査するとともに、新たな試掘箇所を検討
していきたいと思います。
また、学術調査委員の調査によって新たな勝山城の絵図が発見されました。まだまだ未知の絵図は存在してい

る可能性がありますので、心当たりがある方はミュージアム都留へご一報ください。

月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日が休館）、
第3火曜日、祝日の翌日
入館料　一般　　　　300円（210円）

高・大学生　200円（140円）
小・中学生　100円（ 70円）

※( )内は20名以上の団体料金
※チケットは増田誠美術館と共通券となっています。
ミュージアム都留　 （45）8008
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